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琉球 にお け る山地廃 業 の現 況 と問 題 点 (疏 )

主 と して二ヒ地 利用及 び土壌保全の観点 よ り

戸 貞 光

(払 林 省 農 事 試 験 場 畑 件 部)

鮪 空輝 山地農轍の間傍点 と菅 千の対熊所見

制空柁 述べ允如 く､今 日功瀬に潜いてLL他農業が直接

闘将となってvlる地域枕抑鮎北部と石垣島に集約されて

お り､.パイン産熱脈鼎との関連において開港となってVl

るoLかし将来はパイナップルだけでなく,山地の農業

を如何に進め､Fcして安起した永椀虚業の姿をどのよう

な形で掩えるかとvlうことが閉経となるであろうoここ

では仰仔として､まず現状における間輝点を指適 し､･こ

の時点における剤髄 と今後の在 り方について考案を加え

てみることにするO

顕 1脚 /tイナップノlL載鰭の合理化 と山地

琉球におけるパイン逓誤は､Ll九枚肘の輸入上の町恕

対価 により払越に雅趣し､パイナ 〃 ●ルの栽 培 nr.渦 も

11915.6和郎より押しV,州旭を正し､それがV'抽少か :イン

プ一.&､む御乾して､判 副臥 故排他から林 地､闘 J芸:uli･1

鍋した佃御地及びや射火付他に粗糖用は 求めるようにな

ぅたαところが､州に晩朋の放払伽別 ヒ政策/⊃過娘に伴

∨＼ 近 くパイン純語 も自由化の対顔になることと､従来

の噛恵措置である特定物牲輸入臨時措温故が本年(1962)

6月4日までの時限立淡であることとのために,琉球政府

は樽愚措置の延鼠を鰐酵する-九 塾鼎のコス ト低減を

大きな内容とrL,た合理化計画を打ち出す 必要 に迫られ

た｡

合理化計画に示された基本方針のうち､主な内容を抜

すいするとつぎの如 くである｡

(1) 触酷コス トのなかで比盛の商い生米代につV'て

披､栽培技術の改葛 (反収30,%増目標)､優良種笛の増

椎骨及 (多収20･%増目傑)を盛点にして､度当収盈を現

在の6.トンから8ト,/まで引き上げるとともに､.反当生産

紛 (とくに労働費の低減)の引き下げに努め､.コス トの

低親をはかるo

(2) 経営面の故歯については､.現在のパイナ ップル

栽培地峡85/Qo'か山林､原野で占めてV,るので､ILL.蔑保全

や 労働卦の低瓶からテ ラスの構築などによる等高線栽培

や､冊易東通の汲監及び山地閑腰､畑のよ艶道路師などに

ついて強力なる施策を静ずるとともに､協業経営や栽培

地の銀聞化を推進する｡

(3) 工場経営面の合艶化･---略

(4) 醜詰需要の動向から目標生産盛を川0万●C/Sと定

め､.これが確保に努める｡

(5) ･･--･･-略

(6) ----･略

また以止の基本方針に基き,.実施を予定している異価

的な施策としてつぎのような ことを掲げている｡

(1) 皮当且比監の増加をはかるために､

1) 優良種苗の増殖暫･没を披かるため,農業試験

場に原苗圃及び採苗圃を設置す る｡

(以下庵)

2) 栽培援術の故沓強をはかるため､パイン特技

曹及員を設置する,特横普及員はつぎの点の技術指導の

徹底普及紅努めるとともに､技術的調査に当らせる｡

遍路､適正故随常皮､施肥の適正化､病害虫防除､土

塊流亡防止､ホルモン処理など

3) 土駁保金のためテラス構築の嘗及指導､労力

挺節淑のための簡易索道につV,ては､政府が煉聴圃場を

数ヶ所に展示しこれが奨励把当って壮融資事業を行う｡

ただ し協巣経営や栽培地の集団化を行うもの を優 先す

る｡

4) 施肥改善指導園の設置

5)山地開発地の戯遠軽ヌ翌

(2)試験研究機調の整備強化 (略)

(3)生産統計の強化 (略)

(4)工場経営の敢沓 (略)

以上引網したなかで､とくに山地､傾斜地で問題にな

ることと､さらに筆者の戯査から得た問題点等をとり.也

して若干の所見を述べる｡

･(1)栽培技術の改善

1)･玉藍正栽植野度

2)施肥の適正化

3)土塊流忙防止 (等高線栽培法)

傾斜地では等高線栽培を原則として考えたvloをの際

件業か面から考えると2蛙裁縫が もっとも望鼓しvla3

畦以上の場合は管理鰐業と収酢 業とにおV,て不規則な

水みちをつ く.ること.になり､侵蝕のきっかけとなる｡ま

た土壌侵蝕防止のための敷わら(翠)は足の人らな ∩ヽ睦間

よりも常に歩 く陛間に施すことが望ましいので､この場
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合も2睦の方が食思的であろうo

施肥も2.鮭の方が効率的であり､丁寧に行うことかで

きるO

土壌侵蝕防止のための施策として､ここでは等高線栽

培とテラス構築 (次項)をう潅ってい･るが､これは単な

る指導だけでは普及しにくV,問題であり､大きな課題で

もあるので､あとで詳しく述べることにする｡

ここに掲げられてV ,ないもののなかで､頗る重要と考

えられる開題点を頗査のなかから見出した｡それはパイ

ナ ップルを中心とした前後作関係 (酢 体系)が確立し

てVlなV,.とV,うことである｡現在､パイナ ップルの多 く

は新墾地忙栽培されて潜 り､14-時 の在圃期間を･終えた

あとに､敦たパイナ ップルが入るかどうか (迎胆)とい

う閉題である.これまでの銑鉄場の試験成級と盛家の経

験からで披否定的な結果が多く､古くにパイナップルを

故塔した圃場の大部卦は皆瀬をの他の作物に変っており

連作事例はまとと紅少ない｡

平坦地の トラックタ-を入れ得る処では有機物の多投

或は深耕などの方法によって逓倍可能の過を開くこ.とは

できないE_とではな遷そうであるが､トラックク-を入

れ時なV,ような慣斜地では､如何なる作物をつ軒に同意

すべきかが研究課題であろう｡傾斜地のパイナ ップルの

あと地利用法よして放つぎのようなものを一応考えるこ

とができる,.

ィ､逃件可能の場合 パイナ ップルの述作 (1-2棒の

普通件物東海転緑肥伶物を間にはさむらともある)a

p､迎作が好しくないとした場合

も)果樹 台糖では当初に腰細をつくってパイナ yブ

ルを放鰐するとともに､柑橘をも政敵して将来披舶樹

閲に移IeTTさせる方式で相称されでVtる｡しかし琉球では

劇風雨が激しいため､展脚淵 木との温帖方式を考える

か､かなり過密な防風坪､防風垣のなかでなVl上磯塔か

幽鰹である｡戯莱駄鹸切の山地開発鮮軌地といくつかの

戯深紅よる筑みが日下なされているが,緒節を粘るまで

払はまだ相当の年月を酬 ~る開園であって､鮮魚の対米

とはなり碍なvlものと考える｡

帆) 革.地 折稗林地､館野を耕地L酸ものがそのあと

家畜導入との閑速で清用したらどうかとV,う考え方も掛

る｡.しかしこれもまた等磯の選定,家畜増紺の進水73'針

などが聴鼓されないうちは,や舷わいまのものに耽間に

合わなvl｡

乱i乱) 造林 以上忙述べた3つの対鱗が山へづ帆も確立さ

れな鳩 舎把軌 バイナ ダプル参と喝雌 任荒純地と聴

81

ることか必定であるoとく紅新LIVlパイナ ップル栽培地

の多くが官公境地であり､幽寂はパイナ ップル栽培の尭

めに借地しているものであるため､あとに有利なものが

堆僻されない限り,をの可能性は大きいと考えられる｡.

この壕合には官公側におV,て造林対灘を用荒銅~る必要に

迫られようo

パイナ ップルが同一立地に永純的に栽培できるかどう

かrD この間願は多額の資金を更する土壌保金対兼を考え

る場合にも壷要な轟項となる｡

(2)土地剰周の合準肘ヒ

1) 土壌使金のためのテラス (段棚)構軍の潜及指

導

2) 労働費節減のための簡易索道について模範圃場

の設置

3)山地開発地の農道鮭僻

もレ イヾナ ダプルが同一立地に永続的に栽培し縛ると

考えた場合､その生産性の維持または増大をはか るため

には､まず土壌侵蝕の防止､即ち土壌楳金対髄の敵 を

第1に考えなければならないであろう･｡しかし,土壌保全

が如何に盃葵であっても､その対灘が他の開塾畢柵と抵

抗するものであっては意味がなvlL､また山地､傾斜地

の鑑敵性を著しく引き下げるようになって.もまずtJ,･Oを

の点簡易莱遺､戯迫の並僻を朗 つせて5,たって漁り､敦

た協菜経営や栽培地の鶴間化の経過と融狩把際LTJ{はt_

れらを優先させる捕位披全く適切な施姫といえよう..

ただt,れらの施舵をどのようなガ漁と芋版で地めるかよ

vlうことが､この倉酎 ヒ計画の成智を汲鎗する劇といっ

て良vlだろう｡

ここに抱げられてV蒐vl鞘迫で頗る出訴と考えられるも

のがある｡それは曲帆,糊闇の対兜であるCことに北郡

の山地銅発の現状か､ブル ト-ザ把よるテンポU)拙い囲

盛でめるため､樹木､槻木のすべて融蝕を去っていると

ころから､悦斜地､放状創地の大部卦krJ)動忙刺して金く

の柵妨柵 乗船となってVlるo元凍′iイサ ツプルは凧 'ID敏

術数受けにく叫や物といわれてvlるところから､超脱も

相称覇もをのこと把据vl関心を押せてVl夜vlo

しかし節6親の姐対孔迦の減額月別椀研 く1891-1957)

に示される如啓,40-50関の風速のと皆の被鰻は改小野

風が額に30田以止 もある軌灘脚 ては.風を和らげる

方浩を他のすべての.接衝に先かけて盤僻する必EE･があろ

う｡







8′1 沖縄 ,EIA二監 三野2巻 第 1号 (1963)

政府または各市町T村の農政の遁要施策の第1項に必ず

とい って良いほど防風林の整備を掲げてV,るが､試験場

慮林Fri校などの管理してVlる農場などのほかにはごく 1

部の例を除き,防風林､防風垣の整備されてV,るところは

見当らなvl(等質25.26.27.28.29)｡最近の開墾地に1-2

列のモクマオウ或は悪風抱を植えている別も若 干 あ る

が､7Cのn､間隔或は位旧に関 しては充分な考慮が払わ

れてV,ないといって良vlo海岸佐近vl波状台地では潮風

の故習の孤軍なところもあるか､そのような処 で も防

風､防樹林は没けられてV,なV,｡易風および潮風による

Jlイナ ダプルの被P.基tはとくに果肉の品質(ことに充実度)

にあらわれると光則を示して くれた或る工場威師 もV,た

が､現在の甘拍茎Lq城 り規粕か､その大きさのみで決めら

れ､しか もl級晶 (124mn以上)か脇間蕊の70%も占め

てVlる限 り忙おVlては､晶質に二相する彫秒など考える余

地はないかも知れないoLかし､もしこの規格の甘さか

職階の品質において､先進地のそれよりも落ちている原

因だとすると､.亜帆,糊風による晶質の低下は将来やは

brLq題になって くるものと考えられる.琉鵜よりもはる

かに帆の弱い台糟においてすらパイナ ップル畑を徹底 し

た防帆 林､防風 垣で踊1で保粁 している現 状から推 し

て,もっと呈二は紺にとり上げる必要があろうと考えるO

焔 21折 ∃耽】班にお ける土鳩 故地 と対瀬

各地の土偶位側の概況につvlて壮前に述べたか､ここ

で台風斑願と小･われる琉球の隣網状混む酬 押し､=ヒ闇侵

蝕との関係を検討 してみる｡

降雨の性質は那覇気象台の自g'己紙より求めた｡那覇D

塵聞雨塩は概ね2000-2500.1-n11であって､本土で もっと

も多vl商用または鹿児島に近い値を示すO戦後､戯林省

が土壌保全研究室を艶置した3ヶ所のうち､喜茂別 (北

海道)雌 雪期間を除 く農耕欄間の雨免が600-700mm

馴 u(兼北一岩手)は同じく800･～800,m.m 普通寺(四国

第 9衷 地域別至故鑑別危険降雨回数 (年平均)

-香川)は年間で110cmm前後であって､これらの地方

と比査すると､研調吉では2-4倍の雨亀をもってV,ること

かわかる｡

土壌侵蝕は雨蕊の多少よりも雨の強度によって強 く影

響を受けることが知られている (三原､種'EB､北岸､一

戸､吉良)ので､ここでは土壌侵蝕にそれほど大きV,影

響を与えることのないと考えられる10分間 3.0077m 以

下の朝雨を除き､比較的強雨について検討 した｡

(1)危険降雨の時期別分布と年間の出現回数

土壌侵蝕を仏き起す と考えられる強監以上の強さで降

った雨を危険降雨と呼んで､土壌侵蝕を仏き起す国数の

ES安としてV,る0第S表は強鑑別降雨の時期別 分 布を示

したものであるが強度の高い雨は8月を頂点に9月､7月､

6月に多いことがわかるoLか しその他の時期にも相当国

数の強雨が分布 してお り､本土各地のそれとは凡を趣き

を異にしている.第8束､第9表披那覇の強度別卦布を北

海道､東北､幽戸内のそれと比較したものであるが､那

覇の3fmmJ.lJ.上の強雨同数は年SFL均50.1回で､北拓道の

6-8回に比べて6-8倍､東北の 9-10回に比べて約5倍､

淋戸内の12-17回に比べて3-4倍の多きに逢してV'る｡

また牧草以外の作物ではほとんど侵蝕を起すと考えられ

る8mm以止の強雨では､那覇 が 15,8回で､北海道の凡

そ15倍､東北の 8-10倍､瀬戸 内の凡そ5倍となってい

て､強圧を増す推どその倍率は大きくなる傾向を示して

V lるo

(2)危険雨畳とその時期別分布

土最良蝕をひき起すと考えられる強度以上の敏さで降

った雨の横罫畳を危険雨最と呼んで､土壌侵蝕の規模の

大小を知る目安としている｡聾者が兼北殿試で行なった

試艶の結果では10分間3mm以上の強さで降った雨の積

算盈 (危険雨盈)と流亡土壌畳との間に+0.931という

きわめて高い正の相関を認めているoこの限界降雨事渡

以上1 統計期間

1

6

7

6

6

3

(hV

0

0

0

0

l

1

5

4

3

3

0

0

2



一戸 .･死球における山娩鹿 共 の現況 と問 題点

第 10表 地域別危険雨丑の月別分布 (年平均)

盛 岡

85

(Ⅳ3.0/iomI'n)

(東北農紋では10分間3mm)は土壌の性質によって多少
その他を異にするが､これまでの各地の研究では2-3
mmの間の成折が大部分である｡琉球各地の限界降雨地
政は試政を行ってV,なVlのでわからなVlが､3mmとし
てもそう大きな取ちを犯すことはある史V,と考え､｢胤
紙より処計を拭み､本土各地のそれと比較をしてみね
その轄巣は節10衣に示す如くである｡

t,の説によってわかる如く､本土各地の年間合計雌
ね70-100mmの間であるが､那坊で は796.2mmを示
し､例知安.柘松の10倍以上､八戸､盛岡の8倍以上と
～,う総裁を御た｡また時期的獅 子では6.7.8月に多く､.
5.10.11月がこれつぎ､各期間は比収的少なくなってVl
る｡しかしもっとも少なvl略であっても､本土各地のも
っとも多い時期のi;tに匹敵するだけの伍険開放をもって
V､ることがわかる｡

帆知安(北海道)の近くにある北菰脚 土成晩生研
究室では､以上のような降両条件のもとで年間平均107
-Jt'当り3,200Agの涜亡土放丘を記録しており､また盛
岡(東北)の近くにある東北凸軌日土放保全研兜蜜でも
同じく年間串均10アール当り3,2(加gの涜亡土妓量を詑
鼓してVlる｡この成羽から碓井すると､就珠の秒告には
年間平均107-ノレ当り25.OW～30.㈱ tgの沈亡土虹
と考えても良い討井となる｡ただしこの数字は､枕地上
下恥区の試政区から求めたものであるから,伸助が栽培

され､作畦様式を等祐縦方向にし地 合にはかなり少な

くなる｡年間107-ル当り30.000kgという数字はlcw･～

15cm(土壌の和 で叔なる)の厚さの汲土に祁当するも

のであり､永椀BrA草の札地からJ3･えると､決して鈍関心

では過されない閃姐であることが阿脈されよI)｡

(3)i･.叩伴食k･仰Eについて

1)呼JtJl弧枕増のJiAS施

qp'何枇柁柄を上平にとり入れてV,る脇'_*は朗る柵であ

るが .パインJ二糊の11倍出場のなか把はかなり蕊称的に

その呼人を拭みている処も見受けられた｡しかし壮じめ

ての純故であるためか､あまりにもそれを心火忙とり入

れ過ぎて､イ1項上多くの必特別rL†いてVlるきらいがあっ

た｡以下呼柘税収増k:つVrt､そa)光地の上で牲於すべ

き2､.3の点を柑称する｡

ィ,節稀枇 堵脚 仰椴と食くI'qじにff珊は たは地付

けを行うものと堵えている例が多く,また過払櫛帖にす

れば良いだろうと単純に};･えている例も少なくなVl｡本

来,噂荷駄挽塔というのは博打椴に1-2,%軸比の-)J'勾

転をもたせて､批関の排水を甥･えるのカ'm恋はされてい

ることをまず珊解すべきである｡付す娘の非'i符に多Vl批球

におV,ては,l恥 i班もそう大きくとれる地形が多くな

いので､1-2度舵の勾配をもたせて も良V,と考えられ

る｡そのことによって帖の欠曙という間組も伐る和皮節

降されるし.貼附停押水抵よる作物の即諾なども少なく
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なるであろう｡

p､作物をただ等高線栽磨 L東だけでは､それほど土

機侵蝕を防止することにはならなvlo粂鼎 乍物以外町､

煉潤を広 く保つ解物では､畦立てを行うれ培土を行うの

でなvlと､そ研 止 効Af)･･非常に小さいこと控選者U-読
験で明らかとなってVlる詫 た灸㈲ 乍物で も川封間(mm

以上の強雨になると､抑y_1侵蝕を仏を起すo L尭かつ

て庇V僻衝距離ををのまま'-Tf取捌 推 しただけでは危険

であるoこa)ため斜簡Wi躍o:kv田切では堪状に分割 し

て､そ0/鋸 脇粧洗亡水を承けてそれを兜町する何かj)

対抗を鯛ずる必吸かある｡

2)ニLJJ･.め情または親水鞘の浄机

d:止め鞘としては一般に水坤比帯鋸 Rvlる｡捌割i誠

で行って効炎UJlあったラブ//ラフによる牧葦映れ刷 ｣!､

北梅迫JEi誠で行った牧許榊 (〆 リーンベル ト)a-利用な

どがそれである｡耕地に牧草を多 くとり入れることので

皆ない小さvl組ltu':Tの戯封の似合には牧草晩の利用を考え

て良いが､練Jzt:摘朋英の比豚的犬小股家､または自営腹嚇

などでtrJ:牧堪Ff--WJ時人を机樋的に考える必要かあろうo

牧環の利mは壌筒をもってV,る場合にはをの飼料として

qJ･剰忙つかえるカ∴髄節かいなくともそれをつぎに述べ

る赦わら び..D (吊珊 卜齢として親廟 内に考えて良いであ

ろうO脚陀 髄節に抑lけ ることを考えるか､またはを

うでないかによって選びかたにちかいが起きてくる0

枚‡闘字のlhhJi･lJtvl把と良V,帆 ,斜河鹿酢の)長さに応じて

池宜考えて良からうO鮭者は北海道戯誠で2-4ma:｢口で

も頗る有効であるこIとを確認 してお り､その場倉敷革帯

のなかに東水満を設けてお くと一層効果的である｡この

土止め帯に肥料木､茶樹などを考えることにより防風垣

としての効果をもたせても良V,であろう｡

つぎに歎水鞘は斜蘭に適当な間隔で 1/1000･～10/1000

礎匿の勾配をもたせた小満またはテラス水路と考えて良

く､流去水を欺けて､泥土を耽拭させて排水路に誘導す

る役訓をもっている. この場合その部卦を草生化すると

一個効果があるo親水満の設置は必弓瑚三水路の設置を免

件として有効なものであり排水路か盤･つている場倉には

親水隅の汲散がむ しろGuuy塾の侵蝕の原田となること

がある.また柁土の沈耕したものを随時除けて常に整備

しておくことか大切である｡

3)汲わら (草)の利開

放わら (革)捻雨の衝饗を嘩断して土壌 a:鯵遜能を著

しく高め､土壌粒子の分散をも防止するため土壌侵蝕を

著しく逓減することができる｡この方法は多くの農家に

よって部分的ではあるが､づで に実施されている技術で

あるoLかL.開墾初年目の圃場か或は周囲に未利用地の

多vlところに限定されている傾向が見られ､胡華=二株と

んどか羊歯潜)に不足しているのか現状のようである.

広V,簡債をY_･.つヨ営農場では､実施したvlけれども材料

集めとこれを敷く労力に悩んでいる例か多かった｡

こq祭わら (革)の利用は､すでに述べた1)､2)刀

按柵と併せ行うことによって頗る高V効果を斯符できる

ものであるかト･､もっと積極的に翼胤するLy_賓 か あ ろ

うoまた材弟雄1腺と労力節減のための方法として牧草樺

aJ利用を考えて良vlであろう ､とくに自嘗農Rj;,E･には奨め

た1.,技術である｡

･L)テラス (段畑日 の戯灘

テラスと 呼ばれてVIF'もの紅は3静類の型かあそ O即

ち上からaTJ流lLJr･水を押 水し､その水を吸水静透させる畝

形テラスと､同じく上からC流出水を挿水 し､勾配をつ

けたテラス水路を通って､地区外に誘導される再製テラ

スと､本土及び琉球にも多 く見られる急慣斜地の水軍テ

ラス (.殴舶)とがそれであるOはじめの2つは広｢｢]テ ラ

スとも呼ばれてお り､比軟的綬慣斜地 (6-7度以下)で

頗る有効な万態であるとvlわれてV,るoLか し本土で も

これを実施した例はきA=めて少なvl｡本土のように危険

降雨も危険雨風 も此 膝的少ない地帯では 1)-3)の方法

けで も相当程旺恵で土壌侵蝕を防止できるか､嫌味のよ

だうに京雨の非J#J･に多V,ところ車は､練慎斜地で も南勢

テラスの利用75-.望まし＼ハと考える｡魚傾斜地では当然水

平テラス即ち段畑をつ くるととが望ましいが､これには

若干開題が致されている｡それは前にも述べた如 く､現在

問題になっている山地農業の大部分か官公有の借地の上

で営まれていることである｡農家所有の土地であるなら

ば､.その指導さえ宜 しきを得れば自己所有の土地の保全

のために､農家もその雄編を受け入れると考えられる｡

(写真30､31)0

しかし借地の状態ではこのような多 くの資金と労力と

を必要とする壊術は､たとえ必要であることかわかって

Vても実施に踏みきれなV､のではなvlか土考える｡貸借

のための条件､また披所有権移転の際の条件としてこの

技術ヱ導入を考え､併せてテラス構築のための公共資金

を準併する必要があろう｡

テラス構築のための凍術は､すでに多くの施行例か紹

介されてVlることでもあ り､詐脚ま省 くが､ただ雨盤の

非常に多V,坪帯であるので､吸水塾のテラスは好ましく

なく､排水塾の設計を考える必要がLあ り､併せて洗面保

管のための適当な草密を衷定する必要かあろう｡
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写真31.見事 な石桝テラス (石垣 島素襖.政一私有 地)

違第 3,1師 鵬 地の地力坤鮒 舞と生延性向上

山地 或 は傾 斜 地 の良菜で もっとも論議の対象とな って

vlる 閉 潜 は ､平 垣 地 の それ に比 べ て 反収が低 く､労力を

多 く必 要 と し､生 産性 か 頗 る 旺 V,と い う ことで あるo反

収が 低 い こと の 大 きな 原 因 と して 土 環 侵 蝕 が 掲 げ られ ､

その 織 作 と 防 止 法 に 関す る研 究 が 進 む につ れ て ､ 防 止 対

策の 方 向 も枕 ね 明 らか に な って きた と い え る｡ しか し土

壌侵 蝕 は 完 全 に 防 止 で き て も､ それ だ け で 性 反 収 が あが

るわ け で は な く､減 収 防 止 の 役 割 しか 果 さ なV'｡

傾 斜 地 の 租 宛 性 を和 め るた め に は ､坤 に減 収 妨JLT.だ け

で な く､ さ らに 棋 秘 的 に Lk一収 を 戚 め る 技 術 を 即せ しな く

て は な ら な ∨ヽ それ は平 瀬 地 で も同 じ こ とで は な trlか と

tr,う茄協 もあ るが ､ 山地 戒 は 賦 斜 地 で は 平 坦地 と比 べ て

僻 横 だ 源 に 乏 し く､州旗 肥 の 迎 銀 地 mに 多 大 の 労 JJを必

班 とす るた め ､地 ^ を諦 め る とVlう こ とは な か なか 容 易

で なV,と ころに 開 田 が あ る｡ この た め 現 地 雌in巴の 生 成 ､.

牧 草 の帝 人 と輪 作 な ど を抗 穣 的 に増 え る必 野 が 起 って く

る ｡

また 山地 ､傾 斜 地 の 戯 発 は防 作筋 に 多 くの 労 力 を･R都

と し､ しか も労 伽 もきつ ∨ヽ この た め 生 藍 牡の な か に 占

め る 労 力 攻 の 割 合 か 弔 也 他 と比 べ て B し く荊 vlの か 'I;I,'で

あ る｡ この た め JIイ ナ ップル の 合 柁 化 計 画で も親 乱 凸

退 か よ りあ げ られ ､ 凸 越 の 櫓 柳 の な か に も紺 地 が 強

調 さ れ て tJ , る h ･..こ れ ら が 拝 に 生 産 物 の 蝦 荷 と 変 延 及 び

拝 金 投 下 の 効 率 の た め の も の と な ら な v l よ う 注 倉 す る必

要 が あ る ｡

′ ( イ ナ ッ プ ル ､ 甘瀬ともにをの髭新のためには大きい

馬 力のトラブタクーか必贋かつ有効であるとよが､自営

農相の妓鹸から認められてVlるが､判こ腰新路だけで

なく､管矧械 或は収匹炉粟粒二九へても,先進地-ワイ

ほ どまでは嗣牒であると して も､ もう少し栽培の間に機

械力の利用を考 える･R奄紬 ;あるのではなV,だろうか｡

(1)傾斜地の繊維化 と土地利用の間越

パイナ ップル ､甘派は一般の件物 と鈍な り､その誕新

には大きな周-))を もった トラッククーの利用 が 望 ま し

V,｡菅原作文 には*･行用の小職 トラ ックタ-の利用 も考

え られ るか､依斜地aL田切出成は､将来の ことを考 えた

吻 合 ､乗 用 トラックタ-の利川をl'1'ff蛇 として放即 してお

く必 要 か あ ろ う｡ 兼 用 トラッククーは緋超､路地鵜虻の

こ とは 15度代 Ol桝 斜 地 で もf'IImで きる｡

しか し骨 冊 1†芯上叔捌 l父昭†1現 の ことまで介めて EJ.1える

と､お よそ 10度 皿 JIO)処 決で で あ る ｡ また附冊巾V_放V.

摺 机 で は ､ トラ ッ ク クーの 川)fj肘 ぢ･え r)れなV,か ら､そ

うせ ざ る を 糾 iF.Vlよ F)な 租 似 札 他で 仏 トラ ッククーV)

FfJ関 を.fi･え ILくと も良 い 作 物 城 は放 流 馴 朋 モ増 えてXTく

必 髄 か め る｡ た と えば !?朽 a)例 に 見 る 如 く､洞 鬼 鮎 脚 に

移 行 させ るた め の つ な 鮒 三物 と して 閑 職 他 の パ イ ナ ップ

ル を.& え ､ これ を段 朋 に倣 招 す る とい った ノj批 /Lど .伽

球 にお V.て もカ 分 娩 糾 して J.･く･RlW か.あ ろ う｡

この た め桃 嫌 にお け る似 料 地 ク､月与けり必 β収 的 (出 と し

て !?風 対 流 ) が触 され る まで Q,flりは ､ トノッ ク ク ー a)

利 用限 卯 で あ る 15此 以 上 の 七 地 は Il'.･j判 さす べ きで は な V'

し､ それ も捌 軌 過 般 で ､ 10比 凧 糸UJ離 村 に施 え る よ r)氏

指 輔 が盟 ま L v l｡

(2)駁斜地の畔地化と土雌fy後

併科地の也広地を椛めるかめに搬搬化をI酔LIXf'める必

蜜はあるが､故紙化かjll'むと,I:ZJA的に1雅Q,加地紬棚が

広くなり､また什物もTP純化され.そa)ためにfJ.'j榔内に

はl打診な土妓fl伽を併発するおそれがある｡したがって

僻 地の捌掛ヒを;E･えるとをに机 =軌 他のrJJ此月僻
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を従来のそれより-k:慌 金 な姿で軽 える逆 境が 起 って く

る｡北部の解繊的丑が 従来の人力開墾 に比べ て著 しく土

gE位的 誘発してVlるの も･ これ と全 く同 じ性 質 をもっ

てVlる｡危険降雨の少なく､急勝 地 の 少なVl北海道の

土雛 伽が､位険降雨が多く､急便耕 地 の多い肘県のそ

れよりはるかに招E･な現故を示 し､その対 策に腐心して

V,るのも､桝 地面軌が広く誘 力 持城 の 糾用が進んでVlる

ためであるo

t鴨 3雷 秘 事舌

以上に述べた山地W Eの現況 と閃 煙 点 及び 対紫 所見

は､主 として掛棚 果畑 を､従来 の本土における研

兜結果を加味して とは とめた もので ､今後現地の詳切

な駒井または筑験が迎められた勘 合に 臥 戒はちがった

取残 も綴 って くるものと考え られ る｡ しかし魚速に蛙開

しつ つめるBf麻 の山地開発榔 累投 び将来の償斜地投票砥

～.のために､と り敢えず役丸っ ことがでせればと考え､

資料不足のまま大的な所見を述べる｡

以下酔斤と2､3の艦茶棚 を才己す｡

(1) 琉球における山地腿遇の歴史は非約に新しく､

r7-JM :物は′,'ィナ ップルである｡t･のパイナップル此培

カ･mi作 されるのか､城は輪作を･E.敬とすることになるか

明肘 でrrJVヽ 棚 欠にお∨化 は兆作は掛取が良くなV'とさ

れ ､多 く比･tr掛かをのめと作となっていて､その逆の輪

作は火脚の.l'aWlとなってV'る｡

(2)I(イナップルに限らず､琉球の段弟は 40-50rl

に及ぶ最刃乱逆､25007nI以上にも達する雨皿 (とくに

楓武が著しく多い)を無視することはできなV'雪で あ

り､防災盛装の確立が琉球出発滞輿の第 1スp-ガンで

なければV,けなV,｡その際まず防風､防潮対髄が抜髄先

されるべきであり､山地の盛業においてもそのことは変

らな∨ヽ 現状におV,ては必ずしも適切な対策がとられて

)､るとはV,えな∨､｡

(3) ノくイナップルの反収を引上げるための施策とし

て､位良称笛の糊苑按及び耗培技術の改鞘を合兜化計画

のなかに掲げてVlるが､地力の維持増進がその基本でな

ければならなV,｡ことに傾斜地では土壌及び肥料養分の

流失防止 (土壌促金)を考える必要がある｡現状におい

て鵬 の方向､具体的な手順が確定しておらず､緊急

を寧する脚 となっている｡

(4) 土壌保全対熊は1､2の技術のみをもってこと足

るものではなく､件菜f胞率の向上､脇道排水路の設軒と

をの管押､防風防潮林などの保安林とのか･h合V,､農地

の所有関係及びその利用方式と町調薮､戯簡経営の組払

城はその内啓などを総合的に換討し､しかもこの都築は

計画的かつ効果的に進めていかなければならない (恒久

対嚢 )

(5) 早急に考慮すべき重要事項として､つぎの諸点

を絡げる｡

A 既耕地0:場合

多くは私有地のようであるが､この場合は永久財産と

して保全利用するため､急傾斜地はテラス ･(段畑)化す

る必要がある｡テラスの構造は適度に排水を考慮 し売塾

のものを考えることが必要である｡綬慣斜地は適当な間

隔に土止め許を設け､ここにはか本科牧草の類を我植 (

場合によっては茶樹､肥料木を入れても良V,)して､土

砂の流失を防止するととともに､承水敵を設けて余剰水

の排除を安全に行 うようにする｡勿静すべての作物は等

高線栽培を行 う｡

B､新整地の場合

若干の私有地もあるが､多くは宮公有地であり､その

ために櫛Lv,問題も介在してV､るo

1) 鹿家は土地が自己の財産とならてV,ない限 り､多

くの資金と労力を負担するLような恒久的な保全対策を行

う意志はないであろう｡そして楯導する側と農家側との

間にはその指導と実施の面で断層を塵じよう｡ この断牌

を抑何に埋めるかが､パイナップルの連件可能性の問題

と関連して大きな宿題の1つである.

2) 開墾当初の段階において､充分な現地の調査と合

理的な土地利用区分とによって､まず保全的な耕地造成

を行う必要があるQ現在までの開墾地にはそのような周

到さはほとんど見受けられないOこのためには魂行の開

発テンポがあまりにも早過ぎるし､これを少し抑制して

適切な指導を行う専任担当者を､政府並に関係市町村に

おく位の周到さが欲しい.

3) 当面15度以上の斜面と､たとえ傾.斜がそれより軽

くとも起伏の披げLv,勉は開墾から除外したvloパイナ

ップルにL.ろ甘煮にしても､その更新にはできるだけ栗

岡 トラクタを使用できる鮮囲 (10-12度以内)に抑えた

vloこれは傾斜地の積極的な地力対覚 として､また生産

'費倍液対寛として将来塾要尭恕味をもってこよう｡

4) 山地慣斜地の風の動きは甚だ複雑 で あり､防軌

杯､防風垣も平坦地のそれより相当濃密に､しかも地形

に即した設置方法を考える必要がある.開墾 に際 して

も､そのような場所枚見当をつけておV,て､樹木∴橿木

は完伐することなく､極力残すような指導をすることが

大切である｡

5) さし当 り農家に対しては､等高線栽培も､敷わら

(草)と土止め帯の設置を指導し､農地の所有関係を充

卦考慮した上､政府の恒久対覚としてテラス､親水満､

排水路の設置と農道の保全管理などの問題をとりあげて

vlくべ きものと考えるQ
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･C､既耕地､.新盤地を問わず共通せる問題

1) 防風対策と立教陰金対簾とは､元来地主増産のため

の方法ではなく､就産防止のためのものであって､この

糠 は単に経済効果の面からのみの判断によっLてはなら

なV,｡それは国家或は公共社会がそれを行わなければな

らなtrt茸任と哉務とむもってV,る哲のものであるoLた

がって現地で進めている開墾の実態に対しては､統えず

.目を配 り､あとで無駄な投資の必要に迫られないような

配慮を行うことが望ましvlo

2) 山地､傾斜地の横越的な増強として､家畜の導入

方法とパイナップル､甘燕を中心とした輪作体 系 に閑

し､単に技術面からの検討だけでなく､農政の塾要事現

として早急に策定することが必要であるら

3) パイナップル､骨廉とも紅毛の生産性を早急に高

める必賓があると考えられるが､現状におvl･て間作物の

栽培法怯人力に依存し過ぎてお り､をの割に反当収益性

は少なvloそこで反収を増大さすことも必襲であるが､･

他面機械力利用による省力化の試験研究をも急ぐ必要が

あろう｡a_.とに慣斜地においては藍藻な訊韻である｡

4) 栽培地の団地化は､単に開墾幾の低減或は通行と

鹿瀬の堪師瞳 確保するための農道艶監視の低減だけを目

約.としてはならなvlo対酵 上の生産性増強､即ち地力の

増進､払拭化利用上からの必要性を充たダための目的を

もっと強調する必要がある｡

(6)･以上･に述べた革頚につV,て､それを群観的に打
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閑もし葎 蛭匿進していくための施鮭につV,て､つぎの潜

点を埴案する｡

D･山地開発の事業を推進し､良く将静するための窓

口を明らかにし､政府に防風林､.丑蔑保全を主とした土

地利用の専任担当官をあくと同時に､関係市町村匿も叫

地開発を担当する専任者が必賓である0

2) 傾斜地利間のモデル農場を数放し､防風林､.防風

垣の設濫費領と土壌保全技術の試行及び搬嘘力利用忙よ

る栽培法､件菜体系など把つV,て､琉球の実相妃即Lた

慣斜地農業の技術体兼を研究せしめ､専門戚術者の養成

をはかるとともに､腿家のための鹿示農場としたV,｡

3) 現行の′てイナップル件付を中心とした山地開発功:

菜には､早急に結論を出すべき藍襲開園が山潰している

が試験機閑の体制がそれに即応'Tきる資にもなってV,な

V,し､内容があまりにも貧弱である｡体列の充実強化と

テンポの早いLLF地開発野栄に良く接し､そして現地試験

､実態調査なども掛庵的に推進できるような機動性の附

阜とを強く望みたい｡

4) 山地鏑凝革弟に披､今後相当多親の資金と各分野

の高庇な技術とを必翼とする.ものと考えられるので､,田

に関し各地で行った如き､関係呼門家 (作物一関芸を含

む､党政､●土臥 立木､経/Hの各卦脚)よりなる総合閑l

登を早急に実施し､国土保金止将来の禍域を塩さ孜V､よ

うな施酷勧射止すべきである.. (完)
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